
京
都
独
自
の
も
の
が
そ
の
時
代
に
誕
生
し
た
。

明
石
の
科
学
者
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
藺
方
に
通

じ
た
家
庭
に
育
ち
、
慶
応
元
年
恩
師
で
あ
る
新
宮
涼
閣
ら
と
興
し

た
医
学
研
究
会
で
の
勉
学
や
鉱
泉
の
調
査
、
慶
応
二
年
自
宅
で
開

い
た
理
化
学
研
究
会
の
活
動
、
明
治
二
年
薬
局
主
管
兼
看
頭
と
し

て
勤
務
し
た
大
阪
の
仮
病
院
で
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
に
、
ま
た
大
阪
舎

密
局
で
ハ
ラ
タ
マ
に
従
事
し
た
経
歴
に
み
ら
れ
る
。
ま
た
医
師
と

し
て
は
、
明
治
維
新
時
に
医
学
研
究
会
の
仲
間
と
と
も
に
開
設
し

医
務
に
も
携
わ
っ
た
病
院
で
の
奉
仕
や
、
明
治
三
年
梅
毒
の
蔓
延

を
防
ぐ
た
め
の
療
病
館
を
設
置
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
医
者
を
求

め
、
祇
園
の
一
力
棲
主
杉
浦
治
郎
右
衛
門
ら
の
財
政
的
協
力
を
得

て
、
娼
妓
の
疾
病
治
療
と
検
梅
を
実
施
し
た
行
動
か
ら
も
窺
え
る
。

明
治
三
年
、
三
十
二
歳
の
明
石
は
京
都
府
に
出
仕
し
、
勧
業
政

策
と
平
行
し
て
衛
生
政
策
を
遂
行
し
て
い
っ
た
。
彼
の
科
学
者
と

し
て
の
知
識
と
合
理
性
、
医
療
に
携
わ
る
も
の
と
し
て
の
使
命
感

に
基
づ
い
た
政
策
は
、
人
々
の
命
と
生
活
を
守
る
こ
と
に
加
え
、

彼
が
政
策
化
し
た
殖
産
興
業
へ
の
労
働
力
育
成
に
も
つ
な
が
る
も

の
で
あ
っ
た
。
明
石
の
企
画
し
た
衛
生
と
い
う
文
明
開
化
政
策
は
、

近
代
京
都
の
社
会
形
成
的
機
能
を
担
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
大
阪
大
学
医
学
部
）

明
治
三
七
年
以
来
、
わ
が
国
に
お
け
る
結
核
の
死
亡
率
は
人
口

一
万
人
あ
た
り
二
○
人
に
達
し
、
結
核
患
者
は
一
五
○
万
人
に
お

よ
ぶ
と
推
定
さ
れ
た
。
欧
米
で
は
老
人
の
病
気
と
な
っ
て
い
た
の

に
わ
が
国
で
は
青
年
の
病
気
で
あ
り
、
一
五
’
三
○
歳
で
発
病
そ

し
て
死
亡
と
い
う
経
過
を
た
ど
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
昭
和
十
年
代
に
肺
虚
脱
療
法
と
し

て
人
工
気
胸
術
、
あ
る
い
は
横
隔
膜
神
経
捻
除
術
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
療
法
で
は
僅
か
に
二
五
％
く
ら
い

が
軽
快
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
に
外
科
的
に
胸
郭
形
成

術
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
就
業
可
能
率
は

い
ち
じ
る
し
く
改
善
し
た
。
加
納
保
之
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
一
年

ま
で
に
施
行
し
た
胸
郭
形
成
術
は
三
六
四
名
で
、
手
術
死
九
名
、

そ
の
他
の
死
が
四
六
名
、
現
在
療
養
し
て
い
る
者
が
九
三
名
、
就

卿
結
核
外
科
に
お
け
る
肋
膜
外
合
成
樹
脂
充
填
術

藤
倉
一
郎
・
藤
倉
知
子
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職
し
て
い
る
も
の
が
二
○
三
名
（
五
五
・
七
％
）
で
あ
っ
た
。
手
術

を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
の
転
帰
は
年
齢
、
性
な
ど
が
同
様
な
条
件

に
あ
る
一
二
名
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
年
以
内
に
三
○
名
（
二
七

％
）
、
二
年
ま
で
に
四
三
名
（
三
九
％
）
、
三
年
ま
で
に
五
三
名
（
四

八
％
）
、
四
年
ま
で
に
五
八
名
（
五
二
％
）
が
死
亡
し
た
。
し
か
し
胸

郭
形
成
術
に
も
い
ろ
い
ろ
と
欠
点
も
あ
り
、
こ
れ
を
除
く
意
味
で

長
石
忠
三
は
肋
膜
外
充
填
術
を
検
討
し
た
。
従
来
パ
ラ
フ
ィ
ン
充

填
術
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
欠
点
を
補
い
充
填
術
の
利
点
を

生
か
す
た
め
に
、
合
成
樹
脂
を
つ
か
っ
た
肋
膜
外
充
填
術
を
考
え

出
し
た
。

「
本
法
は
肋
膜
外
で
肺
剥
離
を
行
い
、
そ
の
後
に
生
じ
た
死
腔

内
に
合
成
樹
脂
球
を
充
填
し
、
手
術
創
面
に
ペ
ニ
シ
リ
ン
を
散
布

し
て
化
膿
を
防
止
し
た
。
合
成
樹
脂
は
動
物
実
験
な
ら
び
に
臨
床

実
験
に
よ
り
、
組
織
に
た
い
す
る
異
物
刺
激
が
き
わ
め
て
少
な
く
、

パ
ラ
フ
ィ
ン
に
比
べ
て
体
内
で
変
形
せ
ず
、
ま
た
組
織
に
よ
っ
て

浸
食
さ
れ
ず
、
充
填
物
と
し
て
は
優
れ
て
い
る
。
二
○
○
例
に
施

行
し
て
、
術
後
三
月
以
上
経
過
し
た
一
二
六
例
に
つ
い
て
好
成
績

を
え
て
い
る
が
、
小
型
の
充
填
物
五
個
以
上
を
充
填
し
た
五
九
例

で
は
空
洞
像
の
消
失
、
喀
疾
中
の
結
核
菌
の
陰
性
化
そ
の
他
の
手

術
目
的
が
八
八
・
四
％
の
高
率
に
達
せ
ら
れ
、
胸
郭
形
成
術
に
あ

っ
た
諸
欠
点
を
充
分
補
填
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
空
洞
穿
孔

は
一
例
も
な
く
、
遠
隔
成
績
に
お
い
て
も
極
め
て
稀
で
あ
ろ
う
と

お
も
わ
れ
、
胸
郭
形
成
術
と
並
ん
で
行
わ
れ
る
べ
き
価
値
が
あ
る

も
の
と
か
ん
が
え
る
。
」
と
長
石
は
の
べ
て
い
る
。

こ
の
報
告
に
対
し
国
立
島
根
療
養
所
の
安
岡
英
武
は
二
二
例
の

手
術
で
、
結
核
菌
の
陰
性
化
七
例
、
陽
性
の
も
の
七
例
、
無
効
二
例
、

手
術
未
完
了
で
観
察
中
の
も
の
五
例
、
死
亡
一
例
で
あ
っ
た
と
追

加
し
た
。
そ
の
後
、
肋
膜
外
合
成
樹
脂
充
填
術
は
全
国
的
に
普
及

し
、
昭
和
二
四
年
に
は
胸
郭
形
成
術
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
二
三
年
二
月
第
一
回
胸
部
外
科
学
会
が
行
わ
れ
た
が
、

こ
の
時
、
演
題
は
二
三
で
充
填
術
に
か
ん
す
る
も
の
五
題
、
胸
郭

形
成
術
に
か
ん
す
る
も
の
四
題
、
肺
切
除
に
か
ん
す
る
も
の
九
題

で
あ
っ
た
。
昭
和
二
四
年
一
○
月
に
は
、
第
二
回
胸
部
外
科
学
会

が
ひ
ら
か
れ
、
演
題
は
七
八
と
ふ
え
、
充
填
術
関
係
は
二
三
題
、

肺
切
除
関
係
は
九
題
で
あ
っ
た
。

国
立
広
島
療
養
所
の
沢
崎
博
次
は
、
国
立
療
養
所
で
行
わ
れ
た

一
○
○
○
例
の
充
填
術
の
成
績
を
調
査
し
た
結
果
、
結
核
菌
の
陰

性
化
で
で
き
た
も
の
は
四
○
％
と
報
告
し
た
。
ま
た
合
併
症
と
し

て
、
空
洞
穿
孔
、
剥
離
腔
の
化
膿
、
出
血
、
縦
隔
の
圧
迫
な
ど
の

不
快
例
を
お
お
く
認
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
長
石
は
次
の
よ
う
に

'11F1

ulOノ115



の
べ
て
い
る
。
「
自
己
の
症
例
六
○
○
例
の
う
ち
、
直
接
観
察
の
で

き
た
三
九
三
例
に
お
い
て
、
直
接
死
が
七
例
あ
り
、
そ
の
中
の
六

例
は
後
出
血
死
で
あ
っ
た
。
後
出
血
の
多
く
は
剥
離
の
容
易
な
も

の
に
見
ら
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
結
核
菌
を
陰
性
化

で
き
な
か
っ
た
不
成
功
例
は
二
四
・
八
％
で
、
そ
の
原
因
は
剥
離

の
仕
方
の
誤
り
と
適
応
症
の
選
択
に
あ
る
と
い
う
。
合
併
症
と
し

て
空
洞
穿
孔
二
例
（
二
・
八
％
）
で
、
大
空
洞
に
多
く
充
填
物
の

大
型
の
も
の
を
使
用
し
た
場
合
に
は
穿
孔
が
少
な
い
と
い
う
結
論

に
達
し
た
。
」

こ
の
学
会
を
契
機
に
充
填
術
は
急
激
に
減
少
し
、
逆
に
充
填
球

を
抜
き
出
し
、
形
成
術
を
加
え
る
い
わ
ゆ
る
抜
球
形
成
術
が
全
国

的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
肺
葉
切
除
術
が
次
第
に
安
全
と
な
っ
て
、
結
核
外
科
は

華
々
し
く
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
戦
後
に
お
け
る
結
核
死

亡
率
の
急
速
な
低
下
の
主
役
は
ス
ト
マ
イ
、
パ
ス
、
ヒ
ド
ラ
ジ
ッ

ド
な
ど
の
化
学
療
法
で
あ
っ
て
、
外
科
療
法
は
脇
役
で
し
か
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
く
せ
、
外
科
療
法
の
た
め
に
で
き
た
低
肺

機
能
と
い
う
合
併
症
は
患
者
の
社
会
復
帰
を
今
日
な
お
阻
み
続
け

て
い
る
の
で
あ
る
。

二
期
会
藤
倉
病
院
）

石
川
、
富
山
、
福
井
県
か
ら
な
る
北
陸
の
地
に
、
医
学
検
査
技

術
者
の
学
校
教
育
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
四
十
年
四
月
で
あ
る
。

金
沢
大
学
医
学
部
附
属
衛
生
検
査
技
師
学
校
（
附
属
学
校
）
と
し
て

発
足
し
た
。
平
成
二
年
で
ち
ょ
う
ど
四
半
世
紀
を
経
た
こ
と
と
な

り
、
そ
れ
を
機
会
に
、
学
校
の
沿
革
と
そ
の
医
史
学
的
背
景
を
調

査
し
た
結
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

学
校
の
沿
革

昭
和
四
十
年
三
月
十
八
日
（
木
）
に
第
一
回
学
力
検
査
、
十
九
日

（
金
）
に
面
接
試
験
を
実
施
し
、
附
属
学
校
の
第
一
回
入
学
式
は
四

月
十
五
日
（
木
）
で
あ
っ
た
。
新
入
生
は
二
十
名
で
、
二
年
制
の
衛

生
検
査
技
師
の
教
育
が
開
始
さ
れ
た
が
、
昭
和
四
十
七
年
に
は
学

生
募
集
を
中
止
し
、
翌
四
十
八
年
、
第
七
回
卒
業
生
を
最
後
と
し

48

北
陸
に
お
け
る
医
学
検
査
技
術
者
教
育

に
関
す
る
医
史
学
的
考
察

谷
島
清

郎
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